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2.2 GPS/JIPSの推進のために

(1) GPS/JIPS推進部会、WGの設置

(2) JIPS RAガイダンス及びPSガイダンスの策定

(3) IT ポータルによる情報共有と公開

(4) GPS/JIPS 今後の展開

３．まとめ 課題と対応



１．国際的な化学品管理の流れ その発端

1990年代から

・従来の消費経済システムが続けば地球環境問題で破綻する

という危機感・・・・持続可能な社会経済システムを指向

・新興国家の台頭、近代製品の普及、しかし追いつかない安全
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管理、廃棄処理およびリサイクル対策

・国境を越えた環境汚染、危険化学品の移動

・・・・・国際的な課題・問題として議論



ICCM ２

あらたな課題

ICCM-２ Emerging Issues UNEP. May 2009 in Geneva

1 ナノテクノ ジ 安全性1.  ナノテクノロジー安全性
The challenges of assessing the safety of nanomaterials, the need to review the methods   
used for testing and assessing safety and the cooperative international work being undertaken  
in this regard.in this regard. 

２. 製品中の化学物質
Stakes holder Information needs on Chemical  article/products such as computers, textiles,  

toys and costume jewellery,  the health risks to end users and the economic risks for  
producersproducers. 

３. 電機製品廃棄物排水問題
Study of the possible effects on  human health and the environment in Africa of   
the trade of products containing lead, cadmium and Mercury.The problem described by the 
African region was a lack of capacity for the environmentally sound management of electronic 
wastes 

４. 塗料中の鉛
Toxics Link described lead in paints as the biggest source of lead exposure to   Children after   p gg p
exposure from gasoline and pointed to a lack of necessary legislation in most developing 
countries to regulate the use of lead in paints. 
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1992年年年年 国連環境開発会議（国連環境開発会議（国連環境開発会議（国連環境開発会議（リオリオリオリオ宣言）宣言）宣言）宣言） アジェンダアジェンダアジェンダアジェンダ 21
第19章：化学物質管理に関する6項目

（リスク評価、GHSなど）

2002年年年年 環境開発環境開発環境開発環境開発サミットサミットサミットサミット（（（（WSSD) ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ実施計画実施計画実施計画実施計画
・化学品化学品化学品化学品のののの悪影響悪影響悪影響悪影響をををを2020年年年年までにまでにまでにまでに最小化最小化最小化最小化
・化学品分類表示化学品分類表示化学品分類表示化学品分類表示のののの国際調和（国際調和（国際調和（国際調和（GHS））））のののの実施実施実施実施
・2005年を目処にSAICMの策定に合意

2006年年年年 第第第第1回国際化学物質管理会議（回国際化学物質管理会議（回国際化学物質管理会議（回国際化学物質管理会議（ICCM-1））））
SAICM採択採択採択採択 2020年目標

1.1 国際的な化学品管理の流れ 各国各機関の対応

SAICM採択採択採択採択 2020年目標
2009年年年年 ICCM-2 Emergency Issue
2012年年年年 ICCM-3

欧州欧州欧州欧州
REACH 

US
TSCA 

Reform 

日本日本日本日本
化審法改正化審法改正化審法改正化審法改正

ICCA   RC世界憲章世界憲章世界憲章世界憲章
GPS (Global Product Strategy)

日化協日化協日化協日化協

Canada
DSL 

メキシコメキシコメキシコメキシコ
Inventory 

豪州豪州豪州豪州
NICNAS

（（（（SAICM：：：：国際的国際的国際的国際的なななな化学物質管理化学物質管理化学物質管理化学物質管理にににに関関関関するするするする戦略的戦略的戦略的戦略的アプローチアプローチアプローチアプローチ））））

中国中国中国中国・・・・台台台台
湾湾湾湾・・・・韓国、韓国、韓国、韓国、
アジアアジアアジアアジア各各各各
国国国国

5



ＳＡＩＣＭへの欧州の取り組みとして・・・。

REACH (Registration, Evaluation, Authorization
and Restriction of Chemicals)

Regulation (EC) No 1907/2006 

(Preceding Sentence)

１.１ 新たな化学品管理システム 例 REACH

Whereas :
--------------------------------------------------------

(6) This regulation should contribute to fulfilment of 
the Strategic Approach to International Chemical
Management (SAICM) adopted on 6 February 2006
in Dubai.

-------------------------------------------------------------
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国際的な化学品管理の流れ
その方向

• ハザード管理からリスク管理へ

一律に禁止、排斥からどう適切に使用するか

• サプライチェーン全体でのリスク低減を目指した

GPS/JIPS Public 7

• サプライチェーン全体でのリスク低減を目指した
化学品管理を展開 Product Stewardship

• 別途、新規物質・材料（ナノマテリアル等）の適
切な管理、製品中の化学物質管理への関心

7



R & D 製造製造製造製造 販売販売販売販売 使用使用使用使用・・・・消費消費消費消費 (廃棄廃棄廃棄廃棄)

“From the cradle to the grave” 顧顧客に販売した製品について、

その製品を使用する次の顧客、最終的には消費者、さらにその製品の
廃棄に至るまで、すべての過程でケアしようというもの。そこには、顧客
の工場で従業員が化学物質にどれだけ曝露したかといった情報も含ま
れる。

PS （ Product Stewardship) とは

ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ（安全性評価）（安全性評価）（安全性評価）（安全性評価）
環境（生態系）環境（生態系）環境（生態系）環境（生態系）・・・・人人人人・・・・動物動物動物動物へのへのへのへの影響評価影響評価影響評価影響評価

作業者安全作業者安全作業者安全作業者安全・・・・排出規制排出規制排出規制排出規制・・・・使用制限使用制限使用制限使用制限・・・・使用量（用法使用量（用法使用量（用法使用量（用法・・・・要領）規制要領）規制要領）規制要領）規制
MSDS, 包装、表示、使用説明書包装、表示、使用説明書包装、表示、使用説明書包装、表示、使用説明書などなどなどなど

ﾃﾞｰﾀ･ﾃﾞｰﾀ･ﾃﾞｰﾀ･ﾃﾞｰﾀ･報告報告報告報告
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1.2  ICCA組織図 (2012年年年年2月月月月1日現在、敬称略日現在、敬称略日現在、敬称略日現在、敬称略)

ICCA理事会

(Board of Directors)

ICCA運営委員会

(Steering Committee)

エネルギーと
Responsible Care®

CEOグループ
(Global 
Executive
Strategy Group)

ICCA総会

(General Assembly)
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エネルギーと
気候変動
(政策課題)

通商通商通商通商ネットワークネットワークネットワークネットワーク
（Trade Network）

コミュニケーション化学品政策と健康
(政策課題)

Responsible Care®

(優先イニシアティブ)

リーダー: 藤吉 建二 (三井化学会長)
議長: 岩本 宗 (三井化学特別理事)
副議長 (欧州) : Russel Mills

(Dow Europe) 
事務局: 日化協

リーダー: Kurt Bock (BASF)
議長 (欧州) : Martin Kayser (BASF)
議長 (米国) : Greg Bond 

(Dow Chemical)
事務局: BASF

リーダー: Stephen Pryor 
(ExxonMobil Chemical)

議長: Peter Cartwright 
(Dow Corning)

副議長 : 塩崎 保美 (住友化学)
事務局: ACC

リーダー: Carlos Fadigas
(Braskem)

議長 (欧州) : Francoise Humbert             
(Cefic)

議長 (米国) : Anne Colton (ACC)
事務局: ACC



２．GPSとは?

� 2006年 第1回国際化学物質管理会議（ICCM-1）

ﾄﾞﾊﾞｲ宣言

� ICCAはRC世界憲章とGPSの実施を宣言。

世界の企業CEOに実施宣言書への署名を求める。世界の企業CEOに実施宣言書への署名を求める。

� GPS はProduct stewardship を化学産業のみなら

ず顧客およびサプライチェーン全体に拡大、強化し
ていこうというフレームワーク

� 具体的な９項目の戦略（実行）要素
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GGGGlobal lobal lobal lobal PPPProduct roduct roduct roduct SSSStrategytrategytrategytrategy 9999項目項目項目項目のののの戦略要素戦略要素戦略要素戦略要素

１．プロダクトスチュアーﾄﾞシップ（PS）プログラムの国際的ガイドラインの作成

２．PSのための管理システムアプローチの開発とPSの実行

３．リスク特性評価およびリスク管理の実行

４．下流ユーザー業界とリスク評価・管理に関する共同計画を策定、実行

５．国際政府間組織（UNEP, WHO, OECDなど）とのパートナーシップ構築

11

６．公共へのPS情報提供のためのプロセス開発

７．科学的調査の実施、LRIの推進

８．GPSの各ステップと成果を内外に周知するプロセスの開発

９．各国政府や政府間組織の化学物質管理施策を適正化するため、Global 

Advocacyの基本原則を開発



２.１ 今、化学産業に求められるもの
GPSの意義・目的

化学産業として社会的責任を果たすこと
CSR, Credibility（信頼性）

Compliance （法・規制対応）
Transparency （透明性）

情報の開示・安全性の立証と説明＝
ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ、ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ、ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ

一般社会、顧客に対して、消費者に対して
そのために・・・・
自社の製品に関する情報の開示･共有・・・・

製品の信頼性の確保と化学物質リスクの最小化
（これまで自社製品の情報開示は限定されていた、あるいは
わかり難かった。）

The main intention of the GPS effort is to increase public confidence and to 
substantiate that the chemical industry is a reliable partner in the 
responsible management, production and use of chemicals. 12



情報公開、共有の必要性

• 本来、化学物質自体に責任があるわけではな
い。災害、事故は人の化学物質の管理の不適
切なことそのための情報が欠如していたことが
原因！原因！

• 情報公開（リスクとその管理方法）が評価される
時代・・・・化学物質の安全性に関する情報を公
開し、共有することがビジネスで絶対条件のコ
ンセプトが浸透

ITの進化・発展も、重要な背景



日本における産業別出荷高 2009年

医薬品を含

化学産業は日本の重要な産業

14

約28兆円
+15兆円

24兆円
９．２％

医薬品を含
めると自動
車についで
第二位の出
荷額
３７兆円



化学製品の地域別輸出入高 主要市場はアジア、欧州、米国

アジアは７兆円規模
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GPSとJIPSの関係

JIPSはGPSの日本版

JIPS ： JJJJapan IIIInitiative of PPPProduct SSSStewardship 
� ICCAのPS及び、PSを強化するGPSを基本概念とし、

日化協が取組む化学物質管理の新たな自主活動。

(2009.5 日化協 理事会で承認)(2009.5 日化協 理事会で承認)

� 日本の状況（規制・ビジネスモデル・SMEｓ等）にあわせたGPSの
フレームワークとして位置づけ、アジアでの展開も視野。

� 2005年6月以来、官民連携で実施してきた“Japanチャレンジプロ
グラム”（対象物質リスト／SIDS・ハザード情報収集と 情報発信）
の収束にともない自主的活動としてあらたに開始

16



•上市されている化学物質（1ｔ/ｙ）を対象

•有害性と曝露をベースとしたBase Set Information

4つのカテゴリー分類 （Tier1～Tier4)

ハザード情報収集⇒曝露情報⇒ ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ⇒管理

JIPSにおける化学物質のリスク評価の枠組み

4つのカテゴリー分類 （Tier1～Tier4)

•評価対象物質の優先順位付け （最優先～リスク評価不要）

•情報の共有

•Tiered Processによるリスク評価

•リスク評価結果の公表

ITポータル

GPS安全性要約書 等

17171717



GPS のリスクアセスメント・プロセス

Step Step Step Step １１１１．評価対象物質．評価対象物質．評価対象物質．評価対象物質のののの選定選定選定選定

Step Step Step Step ２２２２．情報．情報．情報．情報のののの収集収集収集収集

Step Step Step Step ３３３３．物質．物質．物質．物質ののののTierTierTierTier分分分分けけけけ

極低曝露極低曝露極低曝露極低曝露 やややや低曝露低曝露低曝露低曝露 やややや低低低低ハハハハ中曝露中曝露中曝露中曝露 やややや中中中中ハハハハ

TierTierTierTier4444TierTierTierTier2222 TierTierTierTier3333

高曝露高曝露高曝露高曝露 やややや高高高高ハハハハ

TierTierTierTier1111

極低極低極低極低ハザードハザードハザードハザードザードのザードのザードのザードの可能性可能性可能性可能性ザードのザードのザードのザードの可能性可能性可能性可能性ザードのザードのザードのザードの可能性可能性可能性可能性

最優先最優先最優先最優先 2222番名番名番名番名にににに優先優先優先優先 3333番目番目番目番目にににに優先優先優先優先 当面作業不要当面作業不要当面作業不要当面作業不要

Step Step Step Step ４４４４．．．．TierTierTierTierにににに対応対応対応対応したベースセットしたベースセットしたベースセットしたベースセット情報情報情報情報のののの収集収集収集収集

Step Step Step Step ５５５５．．．．ハザードハザードハザードハザード判定判定判定判定 Step Step Step Step ６６６６．曝露評価．曝露評価．曝露評価．曝露評価

Step Step Step Step ７７７７．．．．リスクリスクリスクリスク判定判定判定判定
繰繰繰繰りりりり返返返返しししし作業作業作業作業

Step Step Step Step ８８８８．結果．結果．結果．結果のののの文書化文書化文書化文書化 公開公開公開公開 （（（（GPS GPS GPS GPS 安全性要約書）安全性要約書）安全性要約書）安全性要約書） 18



GPS安全性要約書
GPS安全性要約書 （項目例）

（物質名）

・・・・要約要約要約要約：用途、有用性、安全：用途、有用性、安全：用途、有用性、安全：用途、有用性、安全とととと信信信信じるじるじるじる理由理由理由理由のののの要約要約要約要約
・・・・物質物質物質物質のののの特定：特定：特定：特定：

化学名（例：化学名（例：化学名（例：化学名（例：IUPACIUPACIUPACIUPAC名、名、名、名、CASCASCASCAS名）、慣用名、別名、名）、慣用名、別名、名）、慣用名、別名、名）、慣用名、別名、CASCASCASCAS番号等）番号等）番号等）番号等）
・・・・用途、有用性用途、有用性用途、有用性用途、有用性：：：：
・・・・物理化学的性状：物理化学的性状：物理化学的性状：物理化学的性状：
・・・・健康健康健康健康へのへのへのへの影響：影響：影響：影響：
・・・・環境環境環境環境へのへのへのへの影響：影響：影響：影響：
・・・・曝露：曝露：曝露：曝露：

19191919

・・・・曝露：曝露：曝露：曝露：
・リスクマネジメント・リスクマネジメント・リスクマネジメント・リスクマネジメント：：：：

（作業者、消費者、環境（作業者、消費者、環境（作業者、消費者、環境（作業者、消費者、環境でのでのでのでの使用、暴露使用、暴露使用、暴露使用、暴露にににに対対対対するするするする措置）措置）措置）措置）
・・・・応急措置：応急措置：応急措置：応急措置：
・・・・消火措置：消火措置：消火措置：消火措置：
・・・・偶発的放出偶発的放出偶発的放出偶発的放出にににに対対対対するするするする措置：措置：措置：措置：
・・・・処分処分処分処分にににに対対対対するするするする配慮：配慮：配慮：配慮：
・・・・取扱取扱取扱取扱いおよびいおよびいおよびいおよび貯蔵：貯蔵：貯蔵：貯蔵：
・・・・分類分類分類分類およびおよびおよびおよび表示：表示：表示：表示：
・・・・結論結論結論結論：：：：

（（（（化学物質化学物質化学物質化学物質のリスクとそののリスクとそののリスクとそののリスクとその根拠根拠根拠根拠にににに関関関関するするするする総合的総合的総合的総合的なななな記述記述記述記述））））
・・・・連絡先：連絡先：連絡先：連絡先：
・・・・作成日（改訂日）：作成日（改訂日）：作成日（改訂日）：作成日（改訂日）：



GPS IT Portal
� Accessible to all stakeholders 

but provides secure log-in 
and upload functions for 
ICCA members only. 

� A shadow version is available for 
ICCA members to upload ICCA Website

2.2 GPS/JIPS推進のために

IT ポータルによる情報共有と公開

ICCA members to upload 
information on chemicals and 
products (e.g. Safety Summaries, 
MSDS, etc.) within the next 
4 month till September 2010.

� The official public launch will 
take place at the ICCA Board 
Meeting in October 2010.

ICCA Website

GPS Info Search

20



ICCA Global Product Strategy Chemicals Portal

（２０１０年１０月 一般公開済み）

wwwwwwwwwwww....iccaiccaiccaicca----chemchemchemchem....org/globalorg/globalorg/globalorg/global----productproductproductproduct----strategystrategystrategystrategy 21



ICCA GPS Pages

1. あるあるあるある一般市民一般市民一般市民一般市民がががが、、、、CISページでページでページでページで会社会社会社会社
名名名名(BASF )ををををSubmit

2. ブラウザにブラウザにブラウザにブラウザに、、、、IT Portalがそれががそれががそれががそれが持持持持つつつつ
データベースデータベースデータベースデータベース内内内内のののの情報情報情報情報をををを検索検索検索検索してしてしてして結結結結
果果果果のののの一覧一覧一覧一覧をををを表示表示表示表示: BASFがアップしがアップしがアップしがアップし
たたたた物質物質物質物質のリストとリンクのリストとリンクのリストとリンクのリストとリンク先情報先情報先情報先情報リストリストリストリスト
がががが表示表示表示表示されるされるされるされる。。。。

3. そのそのそのその人人人人がががが興味興味興味興味のあるのあるのあるのある物質物質物質物質(2-

取扱注意：取扱注意：取扱注意：取扱注意：
現時点現時点現時点現時点ではこのではこのではこのではこのGPS redesignGPS redesignGPS redesignGPS redesignのページのページのページのページ内容内容内容内容はははは関係者限定関係者限定関係者限定関係者限定でででで公開公開公開公開されているされているされているされている((((取取取取りりりり
扱扱扱扱いいいい注意注意注意注意))))。。。。 しかししかししかししかし、、、、このページのこのページのこのページのこのページの内容内容内容内容はははは現在現在現在現在ののののGPS PageGPS PageGPS PageGPS Pageとほぼとほぼとほぼとほぼ同同同同じであるじであるじであるじである。。。。 ここここ
のののの内容内容内容内容についてについてについてについて問題問題問題問題があればがあればがあればがあればShadowShadowShadowShadowバージョンのバージョンのバージョンのバージョンの段階段階段階段階((((１１１１0000月月月月までのまでのまでのまでの予定予定予定予定))))でででで提案提案提案提案
しししし、議論、議論、議論、議論しししし、修正、修正、修正、修正をはかるをはかるをはかるをはかる必要必要必要必要があるがあるがあるがある

3. そのそのそのその人人人人がががが興味興味興味興味のあるのあるのあるのある物質物質物質物質(2-
Propenoic acid )をクリックをクリックをクリックをクリック。。。。

4. ブラウザにブラウザにブラウザにブラウザにSubstance Summary 
(2-Propenic acid )がががが表示表示表示表示されるされるされるされる。。。。

5. そのそのそのその人人人人がががが興味興味興味興味のあるのあるのあるのある情報情報情報情報のののの企業名企業名企業名企業名をををを
クリッククリッククリッククリック( Safety summary sheets: 
BASF)。。。。

6. BASFのホームページのホームページのホームページのホームページ内内内内のののの2-
Propenoic acidののののSSSがダウンロがダウンロがダウンロがダウンロ
ードされードされードされードされ(ブラウザにブラウザにブラウザにブラウザに表示表示表示表示されるされるされるされる)。。。。⇒⇒⇒⇒
次次次次のスライドのスライドのスライドのスライド参照参照参照参照

BASFBASFBASFBASF
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化学物質 サプライチェーンとの情報共有の仕組み

化学物質製品化学物質製品化学物質製品化学物質製品にににに
関関関関するするするする情報情報情報情報・・・・

SPEC/MSDS等等等等

GPS 安全性安全性安全性安全性
要約書要約書要約書要約書
Sub B (JP,EN)物質物質物質物質・リスク・リスク・リスク・リスク情報情報情報情報

製品製品製品製品のののの原料原料原料原料・・・・素素素素
材材材材・・・・成分成分成分成分にににに関関関関すすすす
るるるる情報等情報等情報等情報等

化学等素材産業化学等素材産業化学等素材産業化学等素材産業

１１１１次加工次加工次加工次加工
(インキ・プインキ・プインキ・プインキ・プ
ラ・ラ・ラ・ラ・塗料塗料塗料塗料)

素材

ﾒｰｶｰ
1次加工 2次加工 部品

ﾒｰｶｰ
組み立て
メーカー

SPEC/MSDS等等等等

1次加工品
輸入者輸入者輸入者輸入者

部品
輸入者輸入者輸入者輸入者

素材

ﾒｰｶｰ

消費者

廃棄・リサ
イクル業者



３．まとめ 課題と対応

� 化学品管理は大きなパラダイムシフト
� ポイントは

・サプライチェーン全体の包括的管理の追及
・リスクベースでの化学物質管理

� 化学物質によるリスクと管理に関する情報も、製品の� 化学物質によるリスクと管理に関する情報も、製品の

“品質”の一部 ・・・ビジネスの前提条件

� これまでは、製品の正の性能にのみ焦点

・・・・これからは、リスクという負の特性と合わせて情報

を開示・共有することで統合的に品質をマネジメント

結果として製品の価値を向上
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まとめ 課題と対応 （続き）

� 化学品管理は、いまや経営に密接

代替品開発も含めビジネスモデル設定の重要用件

� Global Competitionの中で欧米、Big Chemical、
BRICSがｱｼﾞｱ等での市場開拓着々と・・・・・

� 化学物質開発、応用研究なくしてテクノロジーの進化は望めない

（リチウム電池、有機ＥＬ等）（リチウム電池、有機ＥＬ等）

� リスク情報は企業にとって大きな価値であり、リスク情報を公開
することは、結果的に企業価値の向上をももたらすもの。・・・
化学製品（物質）は、リスクに関する情報がわからないから不安

これを解決するための情報を公開 （一般製品だと危険かどうかは見てわかる）

� ただし、製品の性能とリスクを適切にマネジメントするためには、
膨大な化学物質データの蓄積と、それを扱う人材の幅広い能力
、さらには企業の姿勢が必要。
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